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市
長

産
業
部
長

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
の
今
後
の
展
開
に
つ
い
て

主
要
な
課
題
と
し
て
積
極
的
に
取
組
む

岸
本
　
義
明
　
議
員

問問

問 市
長

　
　
　
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
事
業
の

　
　
中
で
も
、
宍
粟
市
の
場
合
、
バ

イ
オ
マ
ス
資
源
の
８７
％
が
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
な
の
で
、
そ
れ
を
中
心
に
資

源
循
環
、
事
業
創
出
を
考
え
る
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
が
、
近
く
立
ち
上
が

る
木
材
セ
ン
タ
ー
が
１０
万
m
も
の
原

木
を
製
材
す
る
と
相
当
量
の
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
が
排
出
さ
れ
ま
す
。
そ
の

利
活
用
に
つ
い
て
市
と
し
て
ど
の
よ

う
な
指
導
を
さ
れ
ま
す
か
。

　
　
　
　
　
　
　
大
半
は
熱
源
と
し

　
　
　
　
　
　
て
利
用
し
、
オ
ガ
は

販
売
す
る
予
定
で
、
ゴ
ミ
は
出
さ
な

い
と
聞
い
て
い
ま
す
。
そ
の
方
向
で

お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
新
年
度
の
事
業
展
開
は

　
　
　
　
　
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果

　
　
　
　
を
も
と
に
、
木
質
ボ
イ
ラ

ー
の
導
入
、
木
質
ペ
レ
ッ
ト
製
造
の

企
業
化
、
林
地
残
材
の
資
源
活
用
等

の
検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
、
市
民

へ
の
森
の
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
啓

発
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
ゼ
ロ
エ
ミ
活
動
は
環
境
、
産

　
　
業
、
廃
棄
物
、
健
康
、
教
育
等
、

多
岐
の
分
野
に
渡
る
の
で
、
企
画
部

を
含
め
て
全
市
的
な
取
り
組
み
体
制

を
図
る
べ
き
で
す
。
さ
ら
に
、
民
間

が
ゼ
ロ
エ
ミ
事
業
に
取
り
組
む
な
ら
、

相
応
の
助
成
も
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
市
の
主
要
課
題
と
位
置

　
　
　
　
づ
け
、
積
極
的
に
取
り
組

み
ま
す
。
民
間
の
取
り
組
み
に
対
し

て
は
、
政
府
の
補
助
の
活
用
も
視
野

に
、
可
能
な
助
成
を
考
え
て
い
き
ま

す
。

バイオマス事業
実証実験

観
光
客
招
致
計
画
の
推
進
を

事
業
の
方
策
を
見
出
す

西
川
　
省
二
　
議
員

問

市
長

　
　
　
人
々
は
、
心
の
安
定
や
充
実

　
　
の
た
め
に
癒
し
を
自
然
に
求
め

て
い
ま
す
。
宍
粟
市
は
多
く
の
観
光

資
源
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
京
阪
神
の

人
々
の
癒
し
の
観
光
地
と
し
て
絶
好

の
位
置
的
環
境
に
あ
り
ま
す
。
京
阪

神
の
一
大
観
光
地
と
し
て
、
常
時
観

光
客
を
招
致
で
き
る
よ
う
、
計
画
の

取
り
組
み
を
進
め
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
①
観
光
地
宍
粟
市
を
イ
メ
ー
ジ
す

る
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
作
成
。
②

常
時
観
光
客
招
致
の
た
め
、
観
光
ル

ー
ト
の
開
発
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を

計
る
こ
と
。
③
観
光
宍
粟
の
P
R
と

案
内
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
。
④
観

光
地
宍
粟
の
特
産
料
理
の
開
発
。
以

上
の
推
進
を
。

　
　
　
　
　
こ
れ
ま
で
は
イ
ベ
ン
ト

　
　
　
　
を
大
事
に
し
た
観
光
事
業

を
進
め
て
き
た
傾
向
は
あ
り
ま
す
が
、

や
は
り
年
間
を
通
じ
た
集
客
・
リ
ピ

ー
タ
ー
確
保
を
図
る
た
め
に
も
、
観

光
事
業
の
方
策
を
見
出
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め

に
宍
粟
市
観
光
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
を
作
る
こ
と
は
大
事
で
あ
る
の
で

検
討
を
進
め
ま
す
。
観
光
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
に
つ
い
て
は
近
隣
市
町
と

の
連
携
も
考
え
て
い
き
た
い
。
宍
粟

観
光
の
P
R
に
つ
い
て
は
メ
デ
ィ
ア

関
係
約
７０
社
に
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル

を
送
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
積
極
的
に

P
R
し
て
い
き
ま
す
。
料
理
の
特
産

化
に
つ
い
て
は
独
特
の
も
の
を
作
り

上
げ
て
い
く
。
今
後
、
観
光
関
連
業

者
や
近
隣
の
行
政
と
連
携
を
強
化
し

て
宍
粟
市
の
観
光
事
業
を
展
開
し
て

い
く
所
存
で
す
。
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